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編集にあたって

法勝寺地区地域振興協議会は、設立以来今年の 7月 で丸 12年が経過 します。最初に 5カ 年計画

書が作成されたのは平成 21年 3月 、平成 26年度から第 2次 5カ 年計画書が作成され活動に取 り

組んできました。この度また新たに第 3次 5カ 年計画書を作成 し、今後 5年間事業に取 り組む事

となりました。

法勝寺地区内の各集落には、それぞれの特色や課題がありますが、法勝寺地区は旧村時代から

一つの生活共同体としてまとまってきた地域でした。近年少子高齢化が急速に進んでおり、平成 25

年 4月 の時点で年少人口率 13.2%、 高齢化率 31.8%だ ったものが、平成 31年 1月 の時点では、

年少人口率 108%、 高齢化率 38.8%に なりました。過去の 10年、それ以前より急速な情報化、

個人を重視 した生活様式の変化、価値観の多様化、伝統行事の衰退、子育ての悩み、お年寄 りの

介護問題など様々な問題が発生 し今日も続いています。

これらの問題解決は従来行政が主体的に行つてきましたが、協議会発足以来従来のように行政

だけに依存せず、協議会自体が自分たち自身の課題として捉え、自/刀` たちの力で解決できることは

自分たちの力で解決 して取 り組んできました。

2019年 (平成 31年 )度 4月 から新たな第 3次活動計画の実践が始ま ります。これからも行政と

連携・協働 し、安心で安全な暮らしと法勝寺地区のより豊かな暮らしの実現を目指 した協議会活重,J

を展開 したいと考えます。今後とも皆様方のご協力を宜 しくお願いします。

2019年 (平成 31年)3月

法勝寺地区地域振興協議会

会 長  内 藤 員 哉
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1.法 勝 寺地 区の概要

法勝寺地区は南部町のほぼ中央に位置 し、2019年 1月 末現在人口は 1935人、世帯数 703世帯

であり、27の集落で構成された典型的な中山間農村地域です。その中心地である法勝寺宿は、昭

和 50年代頃までとはとても賑やかな活気のある町でしたが、60年代以降自家用車の時代になる

と隣接する米子市に集客力を奪われ、商店街は寂れ衰退 していきました。5年前に比べると人口は

135人、世帯数は 22世帯減で、 75歳以上の高齢者が 365名 と人口の約 2割を占めています。そ

のような状況で他の地区と同様に少子高齢化が進み、人口が減少 しているのが現状です。しかし今

の地区の状況は、新 しい風が吹き始めて来ま した。まず、“えん処 米や"が開設され、法勝寺高

校跡地に」OCAが作ろうとしている温泉を基盤とした施設、そして新 しい複合施設の建設など 3年

後には宿を中心とした地区の概要が大きく変わろうとしています。これにより寂 しさを感 じるよう

になった町にも、活気が蘇るのではないかと期待をしています。春は桜から始まる歴史と文化の香

り豊かなこの地域、それが法勝寺地区です。

えん処 米や

法勝寺宿の町並み

法勝寺川沿いの桜並木
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2.集落の課題

平成 30年 7月 の時点における各集落の課題を、区長方にまとめていただきました。協議会とし
てこれらの課題について、行政とともに協働して取り組みます。

・災害時の迅速な避難(多 くの世帯で避難時での要援助・垂直避難も

困難な状況 )

・自治区としての運営が困難

・地域行事の参加が高負担

・区役員の選出が困難

'各世帯の高齢化、子どもの減少が著 しい
。運動会など世代別行事参加が困難になってきた

・高齢化により、役目(町や社協、協議会の役員)の選出が難 しくなった
。防災訓練の頻度を増や し、防災マップの定期的な見直 しを図る必要が

ある

・高齢化が進み、独居が 4人
・法勝寺集落(1区～8区 )を、できれば上下三区に再編を

3

集落名 高齢化率 課題

いずみ 3155%
独居高齢者世帯 3人、空き家 3件、小学生 5人、高齢化が進み子ども
の数が減少 している。この先増える見込みは無い。若者との交流の場

を作 り、元気な集落にしたい。

法勝寺 1区 3857%

法勝寺 2区 3398%

・防災時、防犯時の対応組織が出来ていない

・通学時の安全対策、児童館に通 じる道幅を広げ、路肩を整備する必要

がある。高校跡地に計画されている施設の為にも取 り組みが必要。

・「いきいきサロン」が活発に活動されているので、世代間の交流を深

めるためにも「子ども会」との交流が必要。より活発に活動 したい。

法勝寺 3区 48,78%

法勝寺 4区 44.12%

・高齢化率が上昇 し、平均年齢が高 くなっている

・独居、高齢者所帯に非常連絡警報装置が必要

・防災避難場所の指定が必要(法勝寺地区としての具体的な防災計画の

作成、周知、訓練 )

法勝寺 5区 31.82%

法勝寺 6区 53,13%

法勝寺 7区 38,55%

・高齢化が進んでいる

・農地や山関係の整備が不足 し荒廃 している所が目立つ

・区住民の減少に伴い、地域活動が困難になってきている。他の区との

統廃合を検討する必要がある。

法勝寺 8区 35.71%

三本木 3796%

・高齢者世帯が増加 している。 10年後には半数の世帯が高齢者だけに

なる

・少ない子供を高齢者で育て、活力のある集落にしていく

・集落の伝統行事を大切にし、住民の交流を図る

落合下 32.63%

高齢化や独居世帯の増加

防災について、集落全体の取 り組みを増や し、万が一の場合であつて

も対応できるようにする必要がある



集落名 高齢化率 課題

落合上 3158%
・高齢化は避けて通れない

・防災、防犯について 27年にマップを作成。見直 しと毎年の訓練を行う
・集落の伝統行事を継続 し、集落の活性化を図る

落合団地 513%
・現在 12世帯の内 6世帯が母子家庭
・草刈 り等、男手不足のため作業が困難な状況がある

城 山 3366%
・少子高齢化が一段と進む現状。 10年前の 48戸 から 40戸 に減少
・空き家及び更地の管理

戸構 39.29% ・街灯の明かりの取 り替え(LED)

戸構団地 25.53% ・道路に面 した生い茂つた木の伐採

3438%

・防災マップの再整備、併せて「支え愛マップ」の作成

・高齢者の介護、見守 り

・健康づくり(男の料理教室の開催、健康診断の推進 )

・地区行事等への若者参加の促進

・元気の出る農業への取 り組み(高齢化対策 )

・通学路の安全対策

・環境保全(生 ごみなどの不法投棄の対策。ペッ ト等の自己管理 )

上鴨部 3587% 高齢化による集落の衰退、地域活動の担い手不足

菅田団地 27.27% ・住宅の老朽化(雨漏 りがひどい)

福頼 33.33%

・高齢化が進み、田畑の休耕地が増加 している

・神社等の腐敗が進み、補修が必要であるが、区の予算等では賄いきれ

ず、各戸の多額の負担が必要。

推卜本国 30.65%

'現在農業者は 60歳以上であり、後継者がいない
。災害時の避難場所が無い

・集会所が急傾斜地地区

・田の水路等の老朽化

4000%
・高齢化が進み、10年～15年後には世帯数も半減する
・農業に関 し、後継者がいない

馬場 46.58%

・少子高齢化

・大雨等の災害時に、山崩れ等の危険箇所も多く、近年の集中豪雨等に

対応できる避難場所の確保が必要

・農地の管理(農業者の減少 )

徳長 3793%
・少子高齢化(高齢者の活性化の取 り組み )

・農作業等の集落での共同作業への取 り組み

武信 3333%
・少子高齢化(集落機能の維持が困難 )

・近い将来集落統合が必要となる

道河内 32.OO%

13軒中 3軒が 3世帯家庭。30年度には公民館に遊具設置など、集落

全体で子育て支援に取 り組んでいる

若者の地元離れが進んだことでの、農業の担い手不足。高齢者を中心

とした自助・共助の取 り組み体制整備が必要である。

伐 株 5000%

下鴨音Б

馬佐良
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集落 男 女 人 口
世帯

数

平均

世帯員数

年少

人口

年少

人口率

生産

人 口

生産

人口率

老年

人口

高齢化

率

法勝寺―区 30 40 70 31 2.2 9 12.86% 34 48.57% 27 38.57%

法勝寺二区 42 61 103 37 27 15 1456% 53 5146% 35 3398%

法勝寺三区 18 23 41 16 25 2 488% 19 4634% 20 48,78%

法勝寺四区 13 21 34 13 2.6 3 8.82% 16 4706% 15 4412%

法勝寺五区 24 20 44 19 23 5 1136% 25 5682% 14 31.82%

法勝寺六区 14 18 32 14 2.2 2 625% 13 4063% 17 5313%

法勝寺七区 41 42 83 35 2.3 8 9,64% 43 5181% 32 3855%

法勝寺人区 5 9 14 9 15 O 000% 9 64.29% 5

いずみ 91 96 187 73 25 23 1230% 105 5615% 59

三本木 44 64 108 37 29 14 1296% 53 4907% 41 3796%

落合下 43 52 95 34 27 6 632% 58 61.05% 31 32.63%

落合上 59 55 114 30 38 12 1053% 66 57.89% 36 31.58%

落合団地 12 27 39 14 27 9 2308% 28 7179% 2 5,13%

城 山 44 57 101 40 25 15 1485% 52 5149% 34 33.66%

戸構 42 42 84 33 25 4 476% 47 55,95% 33 3929%

戸構団地 18 29 47 22 21 5 1064% 30 63.83% 12 2553%

下鴨部 50 46 96 29 33 18 1875% 45 4688% 33 3438%

上鴨部 49 43 92 27 34 12 1304% 47 51.09% 33

菅田団地 14 8 22 10 22 4 1818% 12 5455% 6

福頼 27 45 72 23 31 12 16.67% 36 5000% 24 3333%

推卜木目 30 32 62 17 3.6 9 14.52% 34 5484% 19 3065%

馬佐良 34 31 65 22 2.9 6 923% 33 5077% 26 4000%

馬場 66 80 146 62 2.3 8 5,48% 70 4795% 68 4658%

徳長 27 31 58 20 29 7 1207% 29 5000% 22 3793%

武信 21 24 45 12 37 3 667% 27 6000% 15 33.33%

道河内 20 30 50 13 38 6 1200% 28 56.00% 16 3200%

伐株 16 18 34 11 3.0 3 882% 14 41 18% 17 5000%

計 894 1,044 1,938 703 27 220 1108% 1,026 5323% 692 35,67%

3.各集落の人口日世帯数 基準日:平成 30年 12月 31日

3571%

31.55%

35870/命

2727%

※計枠の、平均世帯員数、年少人口率、生産人口率、高齢化率は平均を記入しています。その他の欄は、合計を

記入しています。
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4.法勝寺地区地域振興協議会組織図

監事 評議会

評議員

(地区内集落の区長)

役員会

会長・副会長

専門部部長・専門都副部長

事務局

部長

副吉Б長

副部長

部員

部長

副吉Б長

目1音 長ヽ

部員

部長

副音Б長

副吉呂長

部員

部長

副吉Б長

副吉る長

部員

産業振興体育活動組織運営

集落計画

世代を越えた

ふれあい、助け合い
・小学校農業体験

。田んぼアー ト 他

・運動会

・グラウン ドゴルフ大会

・バウンスボール大会

・敬老会

・ふれあい

もちつき大会
環境美化人権活動

健康づくりの推進
・解放祭 りの支援

文化・青少年育成活動

。ザリガニ釣り

。通学路の草刈 り

・ふれあい福祉

健康講座

・子 ども見守 り活動

・集落支援

防災啓発

交流事業 環境美化広報

。さくらの里だより

・魚のつかみどり体験

・昔遊び

・学習体験

。他団体との交流 ・花壇整備

今
法勝寺地区のみなさん

合合
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5.現状と課題

法勝寺地区地域振興協議会は、行政と役割分担 し協働 して法勝寺地区を魅力があり、安心・安全

に暮らせる地域づくりにずることを目指 して活動 している組織です。

設立時から「未来に活かそう あなたの力 地域の力 目指そう ! みんなで決める 町づく

り」をスローガンに掲げ活動 してきました。2013(平成 25)年度からは活動の方針を「三世代交流」

とし、様々な活動を行つてきました。2019年度からも「三世代交流」と新たに「集落の安心・安

全な暮らし」を活動方針とし、法勝寺地区を明るく活力のある地域にしたいと考えまず。

活動の基本は、それぞれの部活動です。法勝寺地区地域振興協議会は、総務企画部・生涯学習部・

地域づくり部・お、れあい部の 4つの部で構成されています。それぞれの部で事業を立案 し、地区の

皆様の参加を募つて活動を展開 しています。また評議会は、各集落の区長で構成されています。法

勝寺地区は 27集落ありますが、現在評議員は 26名 です。協議会は様々な活動において、区長(許

議員)と 協働 して取 り組まなければ成果は得られません。部が主体の活動も大切ですが、集落あつ

て住民あつての協議会活動です。

昨年 7月 に集落が抱えている現状と課題等についてアンケー トを取 りました。その結果どこの

集落にも、共通する現状の一つに少子高齢化が顕著で、集落の活動を維持することが困難な状況が

改めて浮き彫 りとなりました。この状況、課題を克服するには協議会が一つにまとまり、集落と住

民の皆様と協働 して活動 していくことが大切なのではないかと考えます。

また協議会は、住民の皆様の協力なくして事業を展開する事はできません。現在は区長の任期も

まちまちで 1年で変わる集落も多くあり、協議会活動に様々な面で課題を残 しています。集落と協

議会、この関係をさらに発展 しつつ、協働 して課題等に取り組まなければと考えまず。

協議会は設立から早いもので 12年が経過 しようとしています。設立から手探 りで体制づくりや

事業に取 り組み、ようやくそのスタイルが確立 してきました。そのためにも今後の重要な課題の一

つは “人づくり"です。区長の在 り方等も含め、今後の活動をさらに前進 していけるように取 り組

まなければなりません。

事業計画については、今後 5カ 年の目標事業を事業計画表に掲げていますが、地域課題や住民要

望の内容は、社会情勢や地域の環境の変化で亥」々 と変わります。

協議会は今後この 5カ年計画を実現 していくために、さらに各集落の区長をはじめ地区住民の

皆様と一緒に取 り組んでいかなければなりません。実現するには課題も多くありますが、皆様と協

働 して法勝寺地区を明るく活力のある地域にするよう取 り組みます。
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6.専 門部 の課題 と今後 の取 り組 み につ いて

1)総務企画部について

部会構成は、現在ブロック代表として各ブロックより 2名 ずつの選出で 12名、部長推薦から 3

名の合計 15名 です。

主な事業は、防犯、防災、広報紙(さ くらの里だより)の発行、協議会役員・部員・評議員視察研

修などです。課題は、事業を開催 しても部内の出席者が少ない事、部会の出席率が低いことです。

今後は各自が責任を持ち、協力をして事業を実施するとともに、部員が中心となって開催される事

業を展開 しようと思います。また、近年非常に多くの災害が全国各地で被害をもたらしていること

から、防災意識を各集落に持っていただく事が重要な時期になっています。そのため総務企画部で

は防災に力を入れ、自主防災組織の立ち上げ、「支え愛マップ」の作成・更新、「指定緊急避難場所」

の設定、DIGの推進、町と連携を取り各集落で防災について話 し合う機会を設けていただく様活動

を進めて行きたいと思います。また総務企画部では、皆様の集落づくりを手助けする活動として、

集落合併の支援や集落懇談会の開催を行い、集落の皆様が地域の事を考える場を作る事が出来れば

と思つています。

ゝ

ヽ ヽ 1

2)生涯学習部について

部会構成は、現在ブロック代表として各ブロックより 2名 ずつの選出で 12名、部長推薦で 4名

の合計 16名 です。

主な事業は体育活動と文化活動、青少年子ども育成活動ですが、過去に実施 していた「名所旧跡

巡 り」「芸能発表会」など参加者が少ない事業に関 しては廃止 して来た経緯もあり、文化的な事業
への取 り組みがなされていないのが現状です。誰もが参加 しやすい内容で文化的なことも取 り入れ

ていく必要があると考えますが、単に事業を増やすのではなく、体育活動も含めて、地域住民の二

―ズを取 り入れながら事業展開をしていく目的をしっかりと捉え取 り組んでいきます。

f

ノ

葦

Л

一
一
「 群
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救急救命講習会 子ども見守り活動

魚のつかみどり体験 法勝寺地区運動会 グラウンドゴルフ大会



3)地域づくり部について

部会構成は、現在ブロック代表として各ブロックより2名 ずつの選出で 12名、部長推薦で 1名、

合計 13名 です。

主な事業は、地域の活性化、小学校の農業体験、環境保全活動を中心に取り組んでいますが、鳥

取大学との交流事業、伝統の継承にも力を入れています。また H27年度から農業に少 しでも興味

を持つていただける様に田んぼアー ト制作を始め、農業振興にも取 り組んでいます。課題は、活動

部員に若い世代が少ないことです。次の世代に事業を繋いでいかなければなりませんが、現在部員

に若い世代が少なく難 しい状況にあります。今後は活動を実行できる部員・若い世代の部員の確保

が大切だと感 じています。また今後は、各種イベントヘ多くの地域の皆様に参加 していただくべく、

より興味を持つていただける企画を計画 していきたいと思います。

、
事
―

4)ら、れあい部について

部会構成は、現在ブロック代表として各ブロックより 2名 ずつ、部長推薦で 3名 の計 15名で

す。

「世代を越えたら、れあい・助け合い・健康づくりの推進」をテーマに、社会福祉協議会、町の保

健師・栄養士の協力も得ながら部員―丸となつて活動 しています。敬老会やら、れあいもちつき大会

は三世代皆様の「楽 しいイベント」となるよう更に工夫を重ねていきたいと思います。また、お、れ

あい福祉健康講座や花壇整備にも取り組んでいますが、これらの心、れあい部の活動の輪をどのよう

に地域に広げていくかを課趣として、皆様に役立つ情報やら、れあいの場を提供する活動を推進 して

いきます。

9

小学校農業体験 田んぼアート

敬老会 ふれあいもちつき大会 ふれあい福祉健康講座



7.各専門部の事業計画総括表(2019年 4月～2024年 3月 )

この表は、2014年 4月 からの 5カ年計画を見直し、今後 5年間(2019年 4月 ～2024年 3月 )の内に取り組みたい事業を一覧にしたものです。

この総括表を基に、毎年度の事業計画を作成いたします。住民の皆様の要望に対しましては、毎年皆様の意見を取り入れ事業計画に反映してい

こうと思います。

【総務企画部】

牌
〇

2019年 4月 ～2024年 3月 の活動事項

町の補助金の中に「南部町地域の安心まちづく

り補助金制度」という新たな制度が出来た為、

集落支援費はこれと同等の支援になる事から、

集落支援費を防災等の活動費として活用 した

いと考えている。

集落要望提出のため必要である。これからも継

続 していく。

ブロック・集落での繋がりがこれまで以上に大

切になっている昨今、集落について話 しをナる

機会を持つていただける様、総務企画部だけで

はなく協議会で活動をしていきたい。

将来的に維持することが難 しくなる可能性の

集落もあるので、支援をしていきたい。

毎月 1回の発行を継続する

実績・課題

H26年度

H27度年
H28年度

H29年度

H30年度

:猪用捕獲檻材料費(上鴨部 )

:子ども相撲登 り旗・トロフィー(落合 )

:集落移住者支援コンサー ト

<丸太椅子 30個材料費・加工費、照明

装置、ポスター制作費、自家発電装置の

燃料費 >(馬佐良 )
:座敷用椅子 12脚 (福頼 )、

座敷用椅子 11脚 (三本木 )
:無 し

集落要望の現地確認をし、写真を添付 して毎年提出

している。

H26年度～H30年度の実績はないが、防災等のこと

でブロック・集落で話 していただきたいことも多く

実施 していきたい。

H26年度～H30年度までで合併 した事例は無い。

毎月さくらの里だよりを発行 し、少 しでも興味を持

ってもらえればと地区の話題を部員から毎月提出

している。

事業名

集落支援費

集落要望現地確認

集落懇談会

集落合併支援

さくらの里だより

発行(月 1回 )

活動事項

元気な集落づくり

の支援

広報紙発行



近年災害が増えていることから、防災に関 して

の活動に更に力を入れていきたいと考えてい

る。まず各集落には防災責任者を選任 していた

だき、自主防災組織を立ち上げる。指定緊急避

難場所の設定、支え愛マップの作成・更新、DIG

の推進等を行い、協議会を窓国とした防災に関

する相談所も開設 したいと考えている。

毎週水曜日の子ども見守 り活動と、夏休み期間

中の夜間パ トロールを中心に活動をしている。

青パ ト講習会には一定の参加人数が居るが、そ

の後活動に参加 していただける方はほどんど

いない。活動人数を増や しより充実 した防犯活

動を行いたい。

参加者は少ないが、以前法勝寺地区の住民を対

象に行つたアンケー トでは、継続を希望すると

いう意見が多く、非常に大切なことでもあるの

で糸睦続 していく。

協議会の発展のため、これからも継続 していく

これからも継続 して出店 していく予定

支え愛マップの作成や起震車・煙体験ハウスの体験

は行つたが、昨今の災害状況等を考えると十分な防

災活動を行えなかった。防災として重要な事は、各

集落の防災意識を高め集落で何かあつた時に助け

合える力がある事である。そのためこれからは、各

集落の防災力を上げることに重点を置いて活動を

していきたい。

H30年度には防犯連合と消防署長から防犯活動に

対 して表彰を受けた。しかし、毎週水曜日の子ども

見守 り活動に参加 していただける方が少なくなっ

てきている。人数を増やサ様にして行かなければい

けない。

一般の参加者が非常に少ない。一般の方に興味を持

ってもらえる事業にしなければいけない。また、

日29年度までは消防に講師を依頼 していたが、日30

年度から依頼できなくなったため、新たに講師を探

さなければいけない。

H26年度 :島根県雲南市・奥出雲町

H27年度 :智頭町

H28年度 :三朝町・竹田自治協議会

H29年度 :松江・大橋川コミュニティーセンター

<心、れあい部のふれあい福祉健康講座と共催>
H30年度 :兵庫県朝来市与布土地域自治協議会

自主防災組織の立

ち上げ・指定緊急

避難場所の設定・

DIGの推奨・支え

愛マップの作成更

新・起震車体験・

煙体験ハウス・

非常食の試食

青パ ト講習会・

子ども見守 り活動

夏休み夜間パ ト

ロ ーール

救急救命講習会

視察研修

さくらまつり出店

防災

防犯

救急救命講習会の

開催

視察研修

さくらまつり

Ｐ
Ｐ

イカ焼き、タコの串焼き、お好み焼き、非常食の

試食、揚げたこ焼き、起震車体験、煙体験ハウス、

防災 くじ等の出店



【生涯学習部】

牌
］

2019年 4月 ～2024年 3月 の活動内容

継続 していく。

開催回数を検討する必要はあるが、

継続 していく。

内容・選手選出方法など検討課題はあるが、

都度、部会で協議 しながら継続 していく。

魚のつかみどり体験に加え、夏祭 りの要素を充

実 していき、地区内 (外 )の広い世代間の交流
の場として継続 していく。

将棋・囲碁・五日並べなどのテーブルゲームや

竹馬・メンコ・こま回 しなど、「昔から伝わる遊

び」を子や孫世代に伝えていく。また、古来よ

り筆記具 として使われてきた筆に慣れ親 しむ

「習字」体験等、文化的な活動を通 しての交流

も図つていく。

着 ぐるみを少 しずつ増や し、まつりPR隊とし
て盛 り上げていく。

引き続き協賛ずる。

他の部と連携をとり、円滑に活動が出来るように互いの事業を助け合う。

実績・課題

年 2回開催 している。法勝寺独自のルールを誰もが

気軽に参加できるように設定 し毎回 100名前後の

参加がある。

ネットとボールを揃え、年 2回開催 してきた。

独自の競技規則を作 り、幅広い年代で楽 しめるよう

にしている。

ブロック別対抗での対戦にしているが、ブロックに

より世帯数がまちまちであるため、競技によっては

選手の選出に苦労をしている。30年度に競技内容
を一部変更 した。

夏休みの思い出作 りとして平成 24年度に

新宮谷公園で開催 したのが始まり。

26年度から会場を公民館の駐車場に移 し、

特設プールを設置 し、飲食ブースを設け開催するよ

うになってから、年々参加者数が増えてきている。

体育活動が充実する一方で、ここ数年は文化活動が

出来ていないのが現状。

着 ぐるみでの PR隊として参画 している。

西伯文化会館の「解放祭 り」へ協賛 している。

事業名

グラウンドゴルフ

大会

バウンスボール

大会

地区運動会

魚のつかみどり

体験

昔遊び・学習体験

さくらまつり

解放祭 りの支援

活動事項

体育活動

文化・青少年子ど

も育成活動

さくらまつり

その他



【地域づくり部】

Ｐ
∞

2019年 4月 ～2024年 3月 の活動内容

西伯小学校生徒の農業体験への支援活動食育・

農業に関心を持つてもらうために大切な事な

ので、これからも継続 して支援 していきたい。

H27年度から園長先生からの要望で始まった。

これからも要望がある限 りは継続 していく予

定。

日28年度から米子法勝寺町との交流から鳥取大

学との交流に変わ り、主にちまき作 り・イモ苗

植えを開催 している。これからも地区外の方や

若い方に南部町・法勝寺地区のことを少 しでも

知つてもらい、違う視点からどの様に見えるの

かを知るためにも交流を続けて行きたい。

参加者数は一定人数おり、外来種であるザ リガ

ニも駆除出来ているので継続 していきたい。

実績・課題

部員だけでは支援が難 しい状況になってきている

ため、CS・ PTA・ 他協議会との協力体制を作らなけ

ればならない。

園児のご家族の参加が多いので、人員が足 りないな

どは無い。

現在交流事業は鳥取大学との交流を基本に行つて

いる。ちまき作 り・イモ苗植えに参加 してくれる法

勝寺地区の方が少なく、鳥大生が地元の方との交流

が十分に出来ていない。

活動の成果かザリガニの数が少なくなつてきた。続

けて行 くには、新たな場所を探すことが必要となっ

てくる。

事業名

小学校農業体験

【1年生イモ苗植
え・イモ掘 り、2年

生夏野菜植え・大根

種蒔き、5年生田植

え・稲刈り・脱穀・

餅つき】

すみれ子ども園

イモ苗植え・イモ

掘 り支援

ちまき作 り・イモ苗

植え(そ の他に DIG

も行つたことがあ

る)

ザ リガニ釣 り

活動事項

農業体験事業の

開催・支援

交流事業

環境保全活動



牌
ト

しめ縄は継承 していくべきものである。また参

加者も一定数居る為、継続 していきたい。

田んぼアー トは多くの見学者があり、

テレビや新間の取材も受けている。関心が多い

事業でもあるので、これからも継続 していきた

い。

※農業体験については、「農業体験事業の開催・

支援欄」に記入

参加者は増えて来ており、来年も楽 しみにして

いるという声も聞 くのでこれからも継続 して

いきナとい。

これからも継続 していきたい。

環境整備活動の一環として、学校の周辺の草刈

りを定期的に行つている。

法勝寺地区の参加者が少ない。参加者を増やす様に

しなければならない。

田んぼアー トは農業に関心を持つてもらうために

行つているが、田植えや稲刈りに参加 してくれる方

が少ない。実際に体験 してもらえる様にしていきた

い。

※農業体験については、「農業体験事業の開催・

支援欄」に記入

そばを作 り体験と交流を含めて開催 している。

今までにポン菓子、かき餅、古代米、もち米を販売

登下校時の車刈り等を行つている。

しめ縄作 り

田んばアート

農業体験

そば打ち体験

さくらまつり出店

草刈り

伝統の継承

農業振興

そば打ち体験

さくらまつり

環境整備



【心、れあい部】

2019年 4月 ～2024年 3月 の活動内容

引き続き継続 して開催 していく中で、内容を

含め協議 しながら盛会になるよう努めてい

く。

継続 していく。

「いつまでも元気でいるために ～私たち
ができること・サベきこと～」の通年テーマ

に沿つて、健康増進のための意識向上に努め

る。開催 (活動)場所を地区内に限らず、可

能な範囲で外へ出かける機会を作つていく。

お、れあい部員に限らず、地域の方と一緒に出

来るような方法を見出 していきながら引き

続き管理をしていく。

継続 していく。

継続 していく。

実績・課題

75歳以上を対象に、法勝寺地区全体で実施。

演芸に加え、体操や抽選会など皆さんで楽 しめる

企画を練 り、参加された方には喜ばれている。一方で、

出席者数が減少傾向にあり、その要因をリサーチする必

要があると考える。

日と杵によるもちつきは、古来よりのもちつきの伝承に

もなり、若い世代へ受け継いでいく大切な事業のひとつ

である。また、100人近い参加者と共に交流を深められ

る場にもなっている。

つきたてのもちを 70歳以上のひとり暮らしと 75歳以

上のみでお暮 しの世帯へお配 りしている。

健康講座を年に 3回開催。講師を招いての座学は、他で

も開催されているので独自性が必要である。

また、平成 26年度より、3回のうち 1回は「バスに乗

つて出かけよう」を合言葉に、南部町を飛び出し、日常

生活にほんの少 し楽 しみをプラスする。そこでは人と人

との交流が生まれ、顔の見える活動に繋がつている。

三本木とプラザ西伯前の花壇を管理。年に 4回花の植え

替えをしている他に、部員が独自で草取 りや水やりをす

るなど、部員のみの活動が現状である。

豚汁で出店の他、他の部のサポー トをしている。

10月 に開催される「南部町ボランティアフェステイバ

ル」に豚汁で出店。他の地域振興協議会・各種団体が一

同に会する場で、様々な活動を知る機会となっている。

事業名

敬老会

ら、れあいもちつき

大会

心、れあい福祉健康

講座

花壇整備

さくらまつりに

出店

ボランティア

フ ェ ス テ ィバ ル

活動事項

敬老会の開催

ひとり暮らしの

高齢者・高齢者世帯

の正月祝い

健康づくり教室の

開催

環境整備

さくらまつり

ボランティア

フ ェ ス テ ィバ ル

その他

牌
り

他の部と連携をとり、円滑に活動が出来るように互いの事業を助け合う。



【法勝寺地区地域振興協議会】

2019年 4月 ～2024年 3月

これからも月に 1回のペースで行う。また、

子どもだけではな く高齢者も参加できる様

にし、子どもが大人と交流できる場所にでき

ればと考えている。

協議会で人権学習会やパネル展示を開催 し、

教育委員会からの人権学習会の案内を送付

する。

実績・課題

平成 29年度 5月 から始まり、基本的に月に 1回最終土

曜日に開催 している(平成 29年度 8月 は毎週土曜日に

開催 )。 1食 100円、30食限定。南部町在住の 18歳ま

での子どもと、その保護者が対象。平均 して 20名前後

の参加があり、毎月参加 してくださる方も増えている。

教育委員会と連携 し、人権学習を推進する。今までには、

人権映画鑑賞会・ハンセン病パネル展等を開催 した。

人権学習会を開催 しても参加者が少ないので、呼びかけ

の方法等を考えて行かなければならない。

事業名

子 ども食堂

人権学習会の開催・

人権学習会の案内

送付

活動事項

子どもの居場所

づくり・交流

人権学習

牌
ω



法 勝 寺 地 区 地 域 振 興 協 議 会 規 約

第 1章   総  則

(名称)

第 1条 この組織は法勝寺地区地域振興協議会 (以下 「協議会」という。)と称する。

(目 的)

第 2条 この協議会は、法勝寺地区 (以下「地区」という。)の住民自治組織として設置し、民
主的な運営のもとに、地域の連帯と活性化を図り、住民一人ひとりが将来とも安心して活き活き

と暮らせる住民参画の地域づくりを目的とする。

(事務所)

第 3条 協議会の事務所は、南部町法勝寺 341番地 南部町公民館さいはく分館 に置く。

第 2章   組  織

(会員)

第 4条 協議会の会員は、地区に居住する住民とする。
2  次に掲げる者で、協議会の趣旨に賛同し協議会が認めたもの。
(1)地 区外に居住し地区内に親族が居住する者、及び地区内に家屋敷、農地、山林等を
所有又は管理する者並びに地区内の法人等。

(事業)

第 5条

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(1 1)

協議会は第 2条の目的を達成するため、次の事業を行う。

生活安全の確保

生活基盤の確立

住民の健康及び福祉の向上

住環境の美化活動

産業振興及び特産物の開発

地域開発の推進

人権教育の推進

青少年の健全育成

スポーツ及び生涯学習の推進

郷土文化及び芸能の保存並びにその伝承

その他、第 2条に定める目的達成に関すること。

(専門部)

第 6条 協議会は第 2条の目的を達成するため、次の部を設ける。
(1) 総務企画部
(2) 生涯学習部
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(3)

(4)

地域づくり部

ふれあい部

第 3章 決 議 機 関

(評議会)

第 7条 評議会は協議会の最高決議機関であつて役員及び評議員で構成する。
2  評議員は集落の区長とする。区長が役員を兼ねる場合は、区長に代わる評議員を該当集
落より選出することができる。

3  評議会は協議会の第 2条の目的を達成するための重要性を認識し、その運営が地区住民
の意思を反映して適切に行なわれるよう審議しなければならない。

4  評議会は会長または議長が必要に応じて招集する。 4月 には定期評議会を開催する。
5  評議会で役員は決議権をもたない。

評議会には議長及び副議長をおく。

議長、副議長は評議員の互選で決める。

議長は評議会を代表 し議事を司る。

副議長は議長を補佐 し、議長に事故あるときは、その職務を代行する。

条８

２

３

４

第

第 9条

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

次のことは評議会で決める

規約の制定と改廃

事業計画及び予算

事業報告及び決算

財産の取得及び処分

役員の改選

その他協議会の運営に必要な重要事項

第 10条 評議会は評議員の 3分の 2以上の出席 (委任状含む)に より開催し、議事は出席評議
員の過半数で決め、可否同数のときは議長がこれを決める。

第 4章 役 員 と 職 員

第 11条 協議会に次の役員をおく。ただし、通常の役員会は監事を除く。
会長      1名
副会長     1名
監事      2名
専門部部長   各 1名
専門部副部長  各 2名
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(役員の任務)

第 12条 会長は協議会を代表し、会務の統括を行 う。役員会は会長が招集する。
2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。
3 専門部長は部会を統括し、各専門部との連絡調整にあたる。部会は専門部長が招集する。
4 専門部副部長は部長を補佐し、部長に事故あるときは、その職務を代行する。
5 監事は会計を監査し、定期評議会に報告する。

(役員の選出)

第 13条 役員は評議会で選出する。

(役員の任期 )

第 14条 会長及び副会長の任期は 3年とし、再任を妨げない。
2 専門部部長、専門部副部長、       _:事 の任期は 2年

として再任を妨げない。

3 任期の中途において役員が交代したときは、前任者の残任期間とする。

(相談役)

第 15条 協議会に相談役をおくことができる。

(職員 )

第 16条 協議会事務局に次の職員を置く。

事務局長     1名
事務局次長    1名
事務局員     若千名

(職員の職務 )

第 17条 事務局長は事務局業務を統括する。
2 事務局次長は事務局長を補佐 し、会計を担当する。
3 事務局員は事務局長の指示により事務局業務を処理する。

第 5章  会  計

第 18条 協議会の経費は町交付金、寄付金、事業収入及びその他の収入でまかなう。

第 19条 協議会の会計年度は毎年 4月 1日 から翌年 3月 31日 までとする。

第 20条 定期評議会で決算報告書を提出し承認を得なければならない。
2 決算報告書は、会計監査を受ける。

第 21条 会計処理規程は別に定める。
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第 6章  そ の 他

第 22条  協議会の業務遂行のため、必要とする諸規程・規則は、評議会の議決により定める。

第 23条 協議会の解散は、定期評議会で出席評議員の直接無記名投票による4分の 3以上の同
意を得なければならない。

第 24条 協議会を角早散した場合は、南部町にその地位を承継するものとする。

附  則

1 この規約は平成 19年 7月 8日 から施行する。

2 平成 19年度における会計年度は、第 24条の規定にかかわらず、平成 19年 7月 8日 から
平成 20年 3月 31日 までとする。

3 この規約は平成 20年 5月 15日 から施行する。

4 この規約は平成 20年 10月 10日 から施行する。

5 この規約は平成 21年 3月 22日 から施行する。

6 この規約は平成 23年 4月 1日 から施行する。

7 この規約は平成 31年 4月 1日 から施行する

第 8条の評議会議長及び副議長の選出は、下記の順番制とする。

年 度 議 長 副 議 長
2019.4月 ～2021.3月 東部ブロック 山田谷ブロック

2021.4月 ～2023.3月 鴨部ブロック 法勝寺下ブロック

2023.4月 ～2025,3月 山田谷ブロック 法勝寺上ブロック

2025.4月 ～2027.3月 法勝寺下ブロック 落合ブロック

2027.4月 ～2029.3月 法勝寺上ブロック 東部ブロック

2029.4月 ～2031,3月 落合ブロック 鴨部ブロック
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